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三
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グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
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会
　第
2
回

  三菱重工グループ労連では死亡・重大災害の
撲滅を最重要課題として全災害の撲滅と傷病
休業の減少に向け各種活動を強化し展開して
います。そのよう中、基幹労連の方針に沿って7
月を「安全衛生強化月間」と定め、事業所安全
衛生相互点検、現地安全点検などパトロール
中心に地区本部と連携し活動を推進します。

強化月間の重点取り組み強化月間の重点取り組み強化月間の重点取り組み強化月間の重点取り組み
安全ポスター、垂れ幕の掲示など啓発活動の実施
事業所安全衛生相互点検の実施
現地建設工事安全衛生点検の実施
地区本部で活動方針に則り諸活動の実施　　　　　

　経験年数別でみると５年未満の災害発生率は昨年度よ
り若干減少しましたが５年以上の災害発生率が増加傾向
になっています。

　発生した災害を型別でみると「挟まれ・巻き込まれ」「切れ・
こすれ」「転倒」の災害で約半数を占めています。また過去3年
間の災害型別ワースト３も同様になっています。　　
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朝
の
街
頭
活
動
で
の
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
声
や
組
合
員
さ
ん
と

の
意
見
交
換
の
場
（
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）等
で
、

駅
前
の
駐
輪
場
を
無
料
化
し
て
ほ

し
い
と
の
声
を
頂
き
、時
間
が
か

か
り
ま
し
た
が
、神
戸
市
営
地
下

鉄
名
谷
駅
前
の
有
料
駐
輪
場

4
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0
台
の
内
9
0
0
台
を
今

年
の
７
月
か
ら
駐
輪
場
の
無
料
化

を
実
現
し
ま
し
た
。

　

須
磨
海
岸
を
家
族
連
れ
で
賑
わ

う
フ
ァ
ミ
リ
ー
海
岸
に
と
提
言

し
、昨
年
の
夏
、海
岸
の
改
修
が

終
了
し
、
子
供
た
ち
が
潮
干
狩

り
の
出
来
る
遠
浅
の
海
岸
を
実
現

し
ま
し
た
。

　

最
近
は
、「
放
課
後
子
ど
も
総

合
プ
ラ
ン
※
」の
推
進
を
提
言
し
、

働
き
な
が
ら
子
育
て
す
る
お
母
さ

ん
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、す

べ
て
の
児
童
が
安
全
・
安
心
に
放

課
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
学
校
を
開

神戸市議会議員

大井　敏弘（おおい　としひろ）

〈プロフィール〉
●年齢  64歳
●議員歴 14期15年
●出身地区本部  神船地区本部（旧神船支部）
●出身職場 三菱重工業(株)神戸造船所入社、
 造船工作部部外業課配属
 元職場　勤労部人事課
●組合歴 青年婦人協議会会長　
 支部職場委員２年　支部執行委員4年　　
●趣味 ガーデニング、
 サッカー・野球をすること、観ること
●座右の銘 初心忘るべからず

Ｑ
今
ま
で
に
組
合
員
の
声
を
政
策
等
に
反
映

し
た
事
例
や
そ
の
過
程
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。
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等
と
協
力
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課
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合
プ
ラ
ン
」の
推
進
を
提
言
し
て

い
ま
す
。
※
：「
小
1
の
壁
」
を

払
拭
す
る
国
の
施
策
。
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朝
の
街
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）も
今
年
で
16
年
目
を
迎

え
、「
立
ち
話
で
も
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モ
書
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で

も
結
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で
す
。イ
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タ
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ト

や
i
P
h
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と
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ろ
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と
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S
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と
朝
の
街
頭
活
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な
ど

で
、市
民
・
組
合
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皆
さ
ん
か
ら

4
0
0
0
件
近
い
多
岐
に
わ
た
る

市
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頂
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私
の
職
場
の
元
上
司
か
ら「
神

戸
市
の
ビ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
、全

国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
」
と
小
さ
く
掲

載
さ
れ
た
日
刊
工
業
新
聞
の
記
事

を
見
せ
ら
れ
、改
善
す
べ
き
で
は

と
、ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

4
年
前
の
現
市
長
1
期
目
の

1
年
目
の
予
算
市
会
の
総
括
質

疑
本
会
場
に
お
い
て
、「
神
戸
市

の
ビ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
、全
国

自
治
体
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
で
あ

る
」
と
質
疑
し
、4
年
の
間
、福

祉
環
境
委
員
会
、予
算
特
別
委
員

会
、決
算
特
別
委
員
会
、環
境
保

全
審
議
会
等
の
環
境
局
関
係
の

場
で
、事
あ
る
毎
に
ビ
ン
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。
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東
京
に
本
部
を
置
く
「
ガ
ラ
ス

び
ん
３
R
促
進
協
議
会
」の
皆
さ

ん
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、当

局
と
の
や
り
取
り
の
中
で
最
初

は
、
ビ
ン
の
収
集
量
や
再
資
源

化
量
を
環
境
局
長
は
明
ら
か
に

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
質
疑
の

過
程
で
1
万
1
0
0
0
ト
ン
収

集
し
、3
0
0
ト
ン
足
ら
ず
し
か

再
資
源
化
さ
れ
ず
、残
り
は
埋
立

処
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。空
き
缶
・ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・
ビ
ン
を
一
緒
に
収
集
す
る
収

集
方
法
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、他
都
市
の
成
功
事
例
な
ど

を
提
示
し
、ビ
ン
が
割
れ
な
い
収

集
方
法
に
改
善
す
る
よ
う
提
言
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
2
月
議
会
の
私
の
一
般

質
問
に
対
し
、「
32
年
度
に
試
験

的
に
一
部
の
地
区
で
ビ
ン
の
単
独

収
集
を
行
い
、34
年
度
か
ら
全
市

で
ビ
ン
の
単
独
収
集
を
実
施
し
、

ビ
ン
の
再
商
品
化
量
を
全
国
一
に

す
る
。」
旨
の
市
長
答
弁
を
引
き

出
し
ま
し
た
。

公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
の
た
め
�

全
力
投
球
で
取
り
組
み
ま
す
�

須磨海岸が遠浅の海岸になり、家族連れで賑わうファミリー海岸になりました。

2月議会一般質問
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